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４．災害に備えておく大切なこと 

（１）春日部市災害ハザードマップの活用 

 春日部市災害ハザードマップには、災害時に対する普段の備えや、災

害時における行動の大切な情報の提供として、避難場所、地震、洪水、

防災知識など必要とされる情報を記載しておりますので、日ごろから我

が家の近くの避難場所や危険な場所などを事前に確認し、被害の軽減に

役立てていただきますようお願いいたします。 

 この春日部市災害ハザードマップは、家庭で防災会議に使用して、災

害の発生を想定し、普段からの備えに役立てることができます。 

■掲載している内容 

①避難場所一覧 

市内の避難場所や、隣接市町の市境の避難場所 

②地震ハザードマップ 

地震のときの揺れやすさ、液状化危険度、建物倒壊危険度の３種類

の分布図 

③洪水ハザードマップ 

利根川や江戸川など大きな河川が氾濫し、洪水が発生したときの浸

水想定区域図 

④防災知識 

地震のメカニズム、避難時の心得、自主防災組織、我が家の防災メ

モなど被害軽減に必要な情報 
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（２）家庭での防災会議をしよう！ 

 家族には、それぞれ学校、仕事、家事と自分達の生活があり、いつ、

どこで災害に直面するかわかりません。 

 イザというときに備え、普段から命を守るための備えや、災害が発生

した場合に家族のそれぞれがどう行動するか、各自の役割や連絡方法な

ど、家族全員で話し合って確認しておくことが大切です。 

 家庭での防災会議には、春日部市災害ハザードマップを使用して、家

族みんなで、家庭内の安全確認をして、より被害が少なくなるようにし

ましょう。 

■家庭で確認し合うこと 

①ハザードマップを囲んで確認 

・どのような災害が起きやすい 

 のか確認 

②地震に備えたわが家の安全確認 

・建物（家）の耐震性 

・家具等の固定 

・水、食料の３日分以上の買い置き 

・非常持ち出し品の確認と保管場所(全員分のリュックを用意） 

③避難場所や避難所の確認、避難路の確認 

・２箇所以上の避難場所を確認する。 

・避難場所までの安全な避難経路を 

確認する。（ブロック塀の近くや狭い 

道は危険のため避ける） 

④家族同士の連絡方法の確認 

・家庭の加入電話⇒災害用伝言ダイヤル「１７１」 

・各自の携帯電話⇒災害用伝言ダイヤル「１７１」や災害用伝言板 

    ※毎月１日と１５日等に「１７１」の体験利用ができますので、 

     普段から家族で使い方を確認し、震災時に利用できるように 

     しておきましょう。 
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（３）非常用品、非常持ち出し品の用意 

   災害に備えた非常用品は、災害時に家庭で自分や家族が生活するため

に大切なものです。普段から災害の状態をイメージして、家庭で必要な

ものを備蓄しておきましょう。 

   また、災害の規模や周囲の状況によっては、安全な場所に避難する必

要があります。 そのときに備え、「非常持ち出し品」を用意しておく

ことが必要となります。 

   非常持ち出し品は、欲張らずに、必要最小限にしましょう。 また、

直ぐに持ち出せるように、リュックに入れて、玄関など出入口の近くに

置いておきましょう。 

■備蓄する非常用品の例 

〔阪神・淡路大震災で役に立ったもの〕 

阪神・淡路大震災では、次のようなものが役立ったと言われています。

□ドライシャンプー、ウエットティッシュ (断水時の風呂代わりに）

□ホイッスル(閉じ込められたときに居場所を知らせる)

□移動のための自転車、運搬用キャリーカート

□バール、ジャッキ(救出、脱出用に)

□ビニール袋(水の運搬、簡易トイレ)

□ラップフィルム(止血、食器にかぶせるなど) 

□予備のメガネ、コンタクトレンズ、入れ歯、補聴器など

■非常持ち出し品の例 

次の□にチェックして確認ください。 

□非常食  □飲料水 □健康保険証 □下着  

□救急薬品(常備薬) □生理用品 □懐中電灯 

□携帯ラジオ □ビ二一ルシート ・ハサミ 

□雨具 □運転免許証 □紙皿・紙コップ 

□印鑑 □現金・預貯金通帳 □地図 □軍手 □携帯電話・充電器 

□割り箸・スプーン □着替え □ティッシュ  □ライター(マッチ)  

□乳幼児用品 □タオル等  
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（４）災害情報の入手方法 

   災害時には、生活に大切な緊急情報が市から発信されますので、その

情報を入手する方法を事前に準備しておく必要があります。 

   市からの緊急情報は、防災行政無線による放送、安心安全メールによ

る配信、市公式ホームページなどによりお知らせいたします。 

   特に、安心安全メールは、事前に登録しておくと、家の中や市外など、

どこに居ても緊急情報を受け取ることができますので、携帯電話から登

録しておくと、いち早く、重要な情報を入手することができます。 

   また、テレビやラジオからも、自分たちにとって大切な災害情報を入

手することができます。 

◇安心安全メールの配信 
 市内の災害情報などの緊急情報を安心安全メール 
で配信しますので、登録をお願いします。 
登録は、右のＱＲコードから簡単に登録できます。 

 ※防災行政無線の放送も配信され、確認すること 
  ができます。（定時放送は除きます。） 

◇防災行政無線の放送 
避難所開設や災害への注意喚起、避難勧告等が放送されます。 
※直近の放送内容を、電話から確認できます。 
 ０１２０－８９９－３００（無料）  

◇テレビの「ｄ」（ディー）ボタンの操作 
 気象情報や防災情報などは、テレビの「ｄ」ボタンを操作することで 
見ることができます。 


